
 

 

埴輪づくり体験教室 

令和 7 年、新年最初の体験教室は「埴輪づく

り」を行いました。小学生から大人まで多くの

方に参加していただき、思い思いの埴輪が出

来ました。特に小学生が制作したゲームキャラ

クターをモデルにした埴輪は高い完成度で驚

かされました。好評につき、新年度は 2 回開催

を予定しています。第 1 弾は 4 月開催です。詳細は当館のホームページにてご案内させていただきます。 

講 演 会 

『国史跡指定２５周年 田名向原遺跡を語る』 

講師：明治大学名誉教授 安蒜政雄 氏 

2 月 15 日（土）、明治大学名誉教授の安蒜政雄先

生をお招きして講演会

を開催しました。先生は

史跡田名向原遺跡の保

存整備に携わり、日本

の旧石器時代研究の第

一人者としてご活躍さ

れています。 

また、当日は玉川文

化財研究所の麻生順司

氏にもご登壇いただき、

発掘当時の活動状況や

現場でのエピソードを

語っていただきました。 

参加者からの質疑応答では、多様な質問が寄せられ

終始熱気に包まれる会となりました。 

イ ベ ン ト 

『川原石のふしぎ 

～自分だけの石図鑑を作ろう～』 

講師：相模原市立博物館 学芸員 河尻清和 氏 

10 月 26 日（土）、地質学を専門とする市立博物館

の河尻学芸員を講師に迎え、史跡田名向原遺跡の近く

を流れる相模川で石を採

取し、実物図鑑を作るイ

ベントを開催しました。 

小学生から大人まで幅

広い年齢層の参加者が、

石拾い、石洗いと楽しみ

ながら、オリジナルの図

鑑を完成させました。ま

た、打製石斧に使われた

石材の「ホルンフェルス」

にも触れ、郷土の歴史に

ついて関心を向けていく

良い機会となり、主体的な学びの場になりました。 

史跡田名向原遺跡と旧石器時代学習館（愛称：旧石器ハテナ館）とは？ 

史跡田名向原遺跡は、神奈川県中央部を流れる相模川中流の相模原市中央区田名塩田に位置し、約 2 万年

前（後期旧石器時代）の建物の跡（住居状遺構）が確認された国内唯一の貴重な遺跡です。柱の穴や 2 つの炉の

跡、それを取り囲む環状円礫、2,981 点の石器などがそろって発見されています。隣接する学習館では、遺物

の展示や説明に加え、体験教室や講演会などを実施しています。 

せ ん    と う      き 

尖頭器とは、旧石器

時代に使われた狩猟

具です。 
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『旧石器ハテナ館まつり』 

 10 月 19 日（土）、「旧石器ハテナ館まつり」を開催し

ました。今年度は、史跡田名向原遺跡が国の史跡指定

から 25 周年の記念事業でもありました。 

当日は、天候にも恵まれ、延べ 1,000 人を超える

多くの方々にご来場いただき大盛況となりました。 

まつりは、史跡田名向原遺跡旧石器時代学習館（旧

石器ハテナ館）や史跡田名向原遺跡公園を広く知って

いただき、遺跡への関心や郷土愛を深めてもらおうと

開催しています。 

関係団体のご協力の

もと「火おこし体験」や

「古代の魚釣り体験」な

ど 10 を超えるイベン

トブースを設けること

が出来ました。 

参加者からは「初め

ての火おこしが良い

経験になった」「歴史

の授業が楽しみにな

っ た 」 と い っ た 声 か

ら、大きな成果を感じました。 

今後も、旧石器ハテナ館は地域の生涯学習の拠点と

して、多彩な活動を展開していきます。 

『遺跡探訪』 

～田名塩田の旧石器・縄文を探る～ 

講師：相模原市立博物館 学芸員 長澤有史 氏 

11 月 9 日（土）、市立博物館の長澤学芸員を講師に

迎え、『遺跡探訪-田名塩田の旧石器・縄文を探る-』を

開催しました。 

市 内 外 か ら

17 名の方が参

加され、学習館

で展示物の解説

を受けた後、史

跡田名向原遺跡

の他、黒曜石の

原石や真脇式土

器の発見地、八

瀬川流域の縄文

遺跡や環状集落

跡発見地などの

コースを巡りま

した。 

探訪後の質疑

応答も活発で、参加者からは「身近にこれだけの遺跡

があることに驚いた」との声が寄せられました。 

ミニ展示 『遺跡の宝庫さがみはら～相模原の旧石器時代～』  

 史跡田名向原遺跡は、令和６年１月で国史跡指定２５周年を迎えました。 

そこで、今年度のミニ展示では、改めて旧石器時代に焦点をあて、住居状

遺構の発見時の状況や市内の旧石器時代の遺跡を紹介しています。 

相模原市は、県中部を流れる相模川中流域に面しており、田名向原遺跡を

初め、当麻亀形遺跡、上溝久保ヶ谷遺跡、中村

遺跡など多数の旧石器時代の遺跡が発見され

ています。展示では、これらの遺跡から出土し

た打製石器類を中心に紹介しており、旧石器時

代の様子を身近に感じていただければと思い

ます。 

展示期間は、令和７年２月１日（土）から４月８日（火）までです。 

また、期間中には、市立博物館の長澤学芸員による北海道・白滝地区産出

の黒曜石を使った打製石器製作の実演も行っていただきました。 

 


